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研究成果の概要： 
本研究では，最新の統計技法を使用して，南氷洋ミンククジラの個体数をより精度良く推定す

る方法を開発した．開発したモデルを IWC から提供を受けた南氷洋ミンククジラの実際の目

視データに当てはめることにより，偏りの小さい南氷洋の個体数推定値を得た．その結果，従

来の方法で知られているよりも，個体数の変動は小さいことが明らかになった． 
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１．研究開始当初の背景 
 
南氷洋のミンククジラは，我が国が実施する
調査捕鯨の対象となっている重要鯨種であ
る．ところが，近年，国際捕鯨委員会（IWC）
によって毎年実施されている調査により，南
氷洋のミンククジラの個体数推定値に極端
な減少が見られることが明らかになった．こ
の減少が本当だとすると，南氷洋の生態系に
大きな変化が起こっている可能性があり，
IWC において精力的な原因探求調査が続けら
れている． 
 
２．研究の目的 

 
上記問題の解決のために，新たなモデルを開
発し，できる限り正確なミンククジラの個体
数推定値を得ることを目的とする．これによ
り偏りの小さい個体数推定値が得られれば，
この個体数変動問題の解明に貢献するとと
もに，現在まで収集されている氷の情報など
を基に，ミンククジラ個体数と環境指標の関
係を調べることで鯨類と環境との関係を明
らかにすることができる． 
 
３．研究の方法 
 
IWC より提供を受ける南氷洋ミンククジラ
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のシミュレーションデータや独自に作成し
たシミュレーションデータを使用して，新し
く開発する南氷洋ミンククジラ個体数推定
法の頑健性の確認と方法の更なる改良を行
う．さらに改良・開発したモデルを IWC か
ら提供を受けた南氷洋ミンククジラのデー
タに当てはめることにより，偏りの小さい南
氷洋の個体数推定値を得る．最終的に，個体
数と海洋環境との関係を調べる． 
 
４．研究成果 
 
国際捕鯨委員会（IWC）より提供を受けた南
氷洋ミンククジラのシミュレーションデー
タや独自に作成したシミュレーションデー
タを使用して，新しく開発した南氷洋ミンク
クジラ個体数推定法の頑健性の確認と方法
の更なる改良を行った．さらに改良・開発し
たモデルを IWCから提供を受けた南氷洋ミン
ククジラの実際の目視データに当てはめる
ことにより，偏りの小さい南氷洋の個体数推
定値を得た．その結果，従来の方法で知られ
ているよりも，個体数の変動は小さいことが
明らかになった．これらの結果は，南氷洋の
ミンククジラの評価とともに，南氷洋生態系
の評価に対する基礎情報となる．個体数推定
値や診断結果，シミュレーション結果を国際
捕鯨委員会科学委員会に提出し，高い評価を
得た．また，個体数推定法から派生した生息
地選択法に関する論文投稿を行い，Journal 
of Agricultural, Biological, and 
Environmental Statisticsにおいて論文が出
版された．さらに，目視による個体数推定値
を基礎情報とする管理方式の頑健性を調べ
た結果を Fisheries Science 誌に投稿し採録
された． 
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